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「課題名：JCOG0701A2:T1-2N0M0声門癌における EpCAMと 

放射線治療の予後に関する研究」について 
 

○ 研究の意義・目的 

 早期声門がんの標準治療は放射線治療であり、放射線治療により治癒が期待できます。しかし、

残念ながら一部の患者さんでは放射線治療を行っても再発を生じる場合があります。これまでのと

ころ放射線治療を受けた患者さんに再発が生じるかどうか、あるいは長く生存できるかどうかを予

測する因子は見つかっていませんが、その候補となり得る因子がこれまでの研究でいくつか報告さ

れています。本研究ではそれらのうち、タンパク質の一種である EpCAM、p53、p16 が腫瘍組

織で発現しているかどうかと放射線治療後の結果を比較検討することにより患者さんの予後因子

となり得るかどうかを調べることを目的とします。 

 

○ 研究対象者 

2007年から 2012年に、広島大学病院放射線治療科にて臨床研究 JCOG0701「T1-2N0M0 

声門癌に対する放射線治療の加速照射法と標準分割照射法のランダム化比較試」に参加された患者

さんを対象とします。 

 

○ 研究方法 

病気の診断時に採取した病理標本の一部を国立がん研究センター中央病院に送付し、EpCAM、

p16、p53 陽性が独立した予後因子であるかどうかの解析、治療の有効性との関連についての解

析は JCOGデータセンターにて行います。本研究は，参加していただいた JCOG0701試験のデ

ータと本病理標本から得られたデータを用いて行います。（個人が特定出来る情報は使用しません）。 

別紙に示す機関と共同で研究します。（国立がん研究センター中央病院に情報を集め、研究責任者 

村上 直也が解析します。） 

 

○ 試料・情報の管理責任者 

 国立がん研究センター中央病院放射線治療科 村上直也 

 

○ 研究期間 2018年 5月７日（委員会承認後）～2021年 12月 31日 

 

○ 個人情報の保護について 

調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する形で

公表されたり、第三者に知られたりするなどのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご安心く

ださい。（モニタリング有の場合）ただし、モニタリングのためプライバシーが保護されることを

条件に、研究者から業務委託された者が、あなた個人を特定できる形で診療情報を閲覧することが

あります。 

 

不明な点がございましたら下記のところまでお問い合わせください。 

 ＊研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただいても今後の診療等に 

  不利益が生ずることはありません。 
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お問い合わせ先 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3   

Ｔｅｌ：082-257-1545 

広島大学病院放射線治療科  教授 永田 靖（研究責任者） 

講師 村上 祐司（担当者）  
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共同研究機関 

 


